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【本日、お話する内容】

１ 保健所への報告方法

２ 高齢者施設のみなさまにお願いしたいこと
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１ 保健所への報告方法

★保健所への報告根拠と基準

「社会福祉施設等における感染症発生時に係る報告について」（平成17年2月22日発厚
生労働省健康局長通知）
記4 社会福祉施設等の施設長は、次のア、イ又はウの場合は、市町村等の社会福祉施設等主管部局に
迅速に、感染症又は食中毒が疑われる者等の人数、症状、対応状況等を報告するとともに、併せて保健所
に報告し、指示を求めるなどの措置を講ずること。
ア. 同一の感染症若しくは食中毒による又はそれらによると疑われる死亡者又は重篤患者が１週間内に２

名以上発生した場合
イ. 同一の感染症若しくは食中毒の患者又はそれらが疑われる者が 10 名以上又は全利用者の半数以上

発生した場合
ウ. ア及びイに該当しない場合であっても、通常の発生動向を上回る感染症等の発生が疑われ、特に施設

長が報告を必要と認めた場合

対象となる施設：老人福祉施設等

施設内で同じ感染症またはその疑いのある人が

「利用者と職員合わせて10名以上、利用者と職員で20名未満の施設は半数以上」
発生したら報告をお願いします。
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対策の流れ（一例）

平常時 １名発症 複数名発症 １０名発症
新規 １週間程度
発症なし 新規発症なし

・健康観察
・マニュアルの

活用
・研修会の実施

主管課・嘱託医・
保健所に相談 （発生状況の報告）

健康観察
終了

平常時からの連携

（発生状況の把握）

【相談・報告受理】

・連携して感染拡大防止対策の実施

・必要に応じて現地調査・指導

終結

評価

高
齢
者
施
設
の
対
応

保
健
所
の
対
応

保健所に報告

・吐物処理・消毒の徹底 ・必要により保護者
・発生状況の把握・共有等 への周知・説明

4

★報告手順

１ 保健所に電話で一報いただく。
発生状況や感染対策状況について電話で伺います。

２ メールで「感染症発生経過報告表」の提出。

※報告いただく期間は感染症の種類や感染拡大状況によって異なります。

〇香川県のHPから
「トップページ」→「組織から探す」→
「感染症対策課」→「社会福祉施設の方へ」
→「感染症発生の経過報告様式
（各施設から保健所へ報告する際に使用）
◇社会福祉施設等様式（エクセル：38KB）
記載例（PDF：44KB）」
ページID：7113

[施設→保健所・社会福祉施設等主管部局]　 施設名 （ ○○○○○○○ ) 様式

令和 年 月 日 時 現在

症状の凡例＝１：発熱　２：下痢　３：血便　４：腹痛　５：嘔吐  ６：嘔気　７：(　　　　　　)　８：(　　　　　　)　９：(　　　　　　)

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 備　　考
歩
行

排
泄

食
事

入
浴 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

入退院、検査日･結果、出勤
日等　参考情報を記載

207 ○○ ○ ○ 3 2 1 2 2

208 ○○ ○ ○ 3 3 3 3 1・2 2 2

208 ○○ ○ ○ 3 3 2 3 1・2 2

208 ○○ ○ ○ 3 3 3 3 2･5

208 ○○ ○ ○ 3 3 3 3 2

212 ○○ ○ ○ 2 2 1 2 2･5 5 5 6

213 ○○ ○ ○ 3 2 1 2 2 1・2 1・2 2 2 2

213 ○○ ○ ○ 2 3 1 2 1・2 2

213 ○○ ○ ○ 3 3 3 3 2･6

2階介護 ○○ ○ ○ 5 2･5 2

調理員 ○○ ○ ○ 1・2 2

2 3 4 1 1

2 5 9 10 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

2 5 9 3 4 3

入所者200名（１階50名、２階50名、３階100名）、短期入所10名、職員20名（介護職12名、看護師3名、調理員5名）

感 染 症 発 生 経 過 報 告 表

区
分

氏　　　名
部屋
担当

ｸﾗｽ等

施設の入所者等の人数 （それぞれの区分ごとに適宜記載）

（その日に症状のある人の数）

短
期
入
所

職
　
　
員

新規発症者　　計 （その日に新たに発症した人の数）

新規発症者　　累計 （その日までの新規発症者の累計）

有　症　者　　　　計

入
　
　
　
所

(記載例)

その人の状況(ADL等)性
別

年
齢

歩行：①自立②車椅子自走③不可

食事：①自立②介助③経管栄養

排泄：①トイレ②ポータブル③オムツ
入浴：①一般浴②チェアー浴③特浴

当該施設の特性に合

わせ、項目・凡例等を

当該施設の特
性に合わせ、
適宜、区分し、
記載する。



２ 高齢者施設のみなさまにお願いしたいこと

5

・入所者の日頃の状況を把握しておく⇒異常を早期に察知する。

・感染症発生初期の対応をあらかじめ決めておく。

・平常時から、感染対策マニュアルを整備、職員間で共有し、感染症発生時に備える。

・平常時から、施設内で中心となる人を確立し、嘱託医や主管課と連携することで、

感染対策に組織として取り組む。

・職員自身の健康管理（感染源や感染者にならないための方策）、環境管理（体調不良

時に相談、休暇を取得しやすい体制、受診勧奨等）を行うこと。

・施設内での感染状況について利用者や家族に周知（アプリやメールで配信、玄関に

貼り紙 等）し、各家庭でも感染症早期発見、感染拡大防止の意識を持っていただく。

★感染症に関する相談・報告先
窓 口：中讃保健福祉事務所 保健対策第一課 感染症担当
電 話：0877-24-9962
メール：chusanhokensyo@pref.kagawa.lg.jp

お気軽に
ご相談ください！

感染症の発生状況を早期にキャッチするために香川県感染症週報
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kansensyo/kansensyoujouhou/kfvn.html

発生状況
（1類～5類感染症）

その週の上位疾患、
病原微生物検出状況

地域ごとの報告状況
（流行時、警報、
注意報となったとこ
ろが色付けさる。）
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今どのような感染症が
流行しているのかを
随時確認しましょう！

香川県感染症月報 月ごとの感染症発生状況、感染症の流行予測
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kansensyo/kansensyoujouhou/kfvn.html

来月の感染症
流行予測が分かる。

その月の上位疾患の
発生状況がグラフで
分かる。
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ご清聴ありがとうございました
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